
令和４年度 決算 ～美里町の財政状況～
　皆さまが納めた税金や国・県から交付されたお金が
どのように使われたのか、決算報告からわかりやすく
説明します。

決算報告に入る前に、
決算とは何か説明して

いくよ！

　住民の暮らしを支えるために、小・中学校の運営をはじめ、道路や下水道の整備、ごみ収集など、
さまざまなサービスを行っています。
　これらのサービスを計画的に行うため、「①１年間に使えるお金を予測」「②お金の使い道を決定」

「③予定通りに使えたかの確認」を実施しています。
　この資金調達から収支状況の確認までのお金の管理や運用状況をまとめて「財政」と言います。

【ポイント】
　〇１年間に使えるお金がどのくらい集まるかを予測し、その使い道を決めることが「予算」です。
　〇予算を１年間でどのように使ったかを確認することが「決算」です。

①予算
１年間の収入と支出を見積る
⇒１年間にどのようなサービス
　を行うのか計画する

②執行
予算を執行する
⇒行政サービスを提供する

③決算
１年間の実績や成果を確認
⇒計画に対してどのように
　お金を使ったのか確認する

会計区分 歳　入 歳　出
一般会計 62億9,788万3千円 55億8,950万8千円

特別
会計

国民健康保険事業 14億4,033万9千円 13億8,746万4千円
下水道事業 2億5,172万9千円 ２億3,870万4千円
農業集落排水処理事業 3億867万5千円 ２億8,334万6千円
介護保険事業 11億4,826万7千円 11億717万5千円
後期高齢者医療事業 1億3,371万2千円 1億3,251万8千円

※令和５年度から下水道事業、農業集落排水処理事業は企業会計に移行しています。
会計区分 収　入 支　出

企業
会計  水道事業

収益的収支 3億4,864万3千円 2億6,159万1千円
資本的収支 8,189万8千円 2億1,439万6千円

　「会計」とは、家庭における「お財布」にあたるものです。
　「一般会計」「特別会計」「企業会計」の３種類のお財布で、住民サービスを提供しています。

【一般会計】
福祉、医療、子育て、教育、道
路や公園の整備など住民のくら
しやまちづくりに必要な基本的
な行政サービスを行う会計です。
町税は、主にこの一般会計で使
われています。

【特別会計】
保険税（料）など、特定の収入
による事業を行い、その収支を
明確にするために一般会計とは
別に設置した会計です。
国民健康保険事業など計５つの
会計があります。

【企業会計】
民間企業と同じように事業
収益によって運営している
会計です。
水道事業会計があります。

決算ってなに？決算ってなに？

会計（３つの財布）会計（３つの財布）

歳入・歳出の決算状況　歳入・歳出の決算状況　※金額は四捨五入しています。※金額は四捨五入しています。

　令和４年度の決算を
　見てみよう！

一般会計の内訳　一般会計の内訳　※金額や数値は四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。※金額や数値は四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。

歳入のポイント歳入のポイント
・前年度比1億603万8千円の増額・前年度比1億603万8千円の増額
・固定資産税などの町税が増額・固定資産税などの町税が増額
・住民税非課税世帯等臨時特別給付金・住民税非課税世帯等臨時特別給付金

給付事業、子育て世帯への臨時特別給給付事業、子育て世帯への臨時特別給
付金事業等による繰越金の増額付金事業等による繰越金の増額

用語の説明

■自主財源 町税など町が自分で確保
できる財源

■依存財源 国や県から交付される財
源や町債

■町税 固定資産税、町民税など

■繰越金 前年度の一般会計剰余金
を繰り越したお金

■繰入金 他の会計や基金から繰り
入れた資金

■地方交付税 町の財源不足を補てんす
るための交付金

■�国庫支出金・
　県支出金

特定の事業を行うための
国や県からの交付金

■町債 町の借金

歳出のポイント歳出のポイント
・前年度比5,928万6千円の増・前年度比5,928万6千円の増
・電気・ガス・食料品等価格高騰緊急支・電気・ガス・食料品等価格高騰緊急支

援給付金の実施援給付金の実施
・児玉郡市広域市町村圏組合運営事業に・児玉郡市広域市町村圏組合運営事業に

対する衛生費の増額対する衛生費の増額

用語の説明

■民生費 高齢者、体の不自由な人、
子どもの福祉など

■総務費 戸籍、広報、選挙など

■土木費 道路や公園の維持管理など
■衛生費 健康保持、ごみ処理など
■公債費 町の借金の返済

■教育費 小中学校、公民館などの
運営管理など

■農林水産業費 農業、畜産業の発展や土
地改良など

■議会費 議会の運営など
■商工費 商業や工業の発展など
■災害復旧費 災害復旧など

歳入総額　62億9,788万3千円

町税
19億1,858万5千円
（30.5％）

その他
4億903万3千円
（6.5％）

繰越金
6億6,162万4千円
（10.5％）

繰入金
4億81万円

（6.4％）

地方交付税
12億1,397万8千円
（19.3％）

国庫支出金
8億4,878万8千円
（13.5％）

県支出金
3億8,580万円
（6.1％）

町債
1億7,760万円
（2.8％）

地方消費税交付金
2億8,166万5千円

（4.5％）

依存財源
31億2,982万3千円
（49.7％）

自主財源
31億6,806万円
（50.3％）

歳出総額　55億8,950万8千円

民生費
16億3,538万7千円
（29.3％）

総務費
12億1,743万7千円
（21.8％）

土木費
4億9,376万2千円

（8.8％）
衛生費

5億992万5千円
（9.1％）

公債費
4億4,509万円
（8％）

教育費
4億7,799万5千円

（8.6％）

農林水産業費
4億2,002万3千円

（7.5％）

消防費
2億18万5千円
（3.6％）

議会費
7,518万2千円
（1.3％）

商工費
1億1,452万2千円

（2％）

歳入

歳出

固定資産税 11億2,280万3千円
町民税 6億5,834万8千円
軽自動車税 4,889万8千円
町たばこ税 8,853万5千円
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